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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，教科の内容・活動に固有な非認知的スキルの評価法を開発すること
である。この目的を達成するために，非認知的スキルの概念を特性５因子に基づいて規定し，教科教育の特質に
即した評価法を開発するため，教科の内容・活動に固有な非認知的スキルに着目し，このスキルを学習指導要領
の目標「学びに向かう力・人間性」の３側面と非認知的スキルの特性５因子を組み合わせて理論枠組みを設定し
た。この枠組みに基づいて教師による評価について質問項目を尺度開発法に即して作成し，実際に調査を実施
し，その分析過程に基づいて，最適な重回帰モデルを定め，調査で教師が判定した評価を多層化する方法を見出
した。

研究成果の概要（英文）："The aim of this study was to develop an assessment method for non-cognitive
 skills specific to subject content and activities. To achieve this aim, the concept of 
non-cognitive skills was defined based on the five characteristic factors (BIG FIVE). Next, in order
 to develop an assessment method in line with the characteristics of the subject, we then focused on
 the non-cognitive skills specific to the content and activities of the subject and set up a 
theoretical framework by combining the three aspects of the Courses of Study goal "the ability 
towards learning and humanity" and the five characteristic factors of non-cognitive skills. A 
framework was set up.
Based on this framework, questionnaires for teachers' evaluation were developed in line with the 
scale development method, a social survey was conducted, and based on the analysis process, an 
optimal multiple regression model was determined and a method for multi-layering the evaluation 
judged by teachers in the survey was found."

研究分野： 教育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
"本研究の成果により，学習指導要領の目標「学びに向かう力・人間性」の３側面と非認知的スキルの特性５因
子を組み合わせることにより，教科の特質に即して非認知的スキルを評価できるとともに，統計的な方法により
教師による評価を多層化できることを明らかにした。
特に従来の非認知的スキルの評価法が脱場面・文脈的であり，教科教育での適用に限限界が指摘されていたのに
対し，本研究の成果は教科の内容・活動の固有性に即した評価法である点で新規性を有する。
さらに，教師による評価を統計的に多層化する方法は，他教科の領域・内容はもちろんのこと，様々な場面にも
転用可能である点で汎用性を有する。"

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
研究開始当初，労働経済学で Heckman, J. J.が生産性を向上させる要因として非認知的ス
キルの重要性を明らかにし，2000 年に労働経済学でノーベル経済学賞を受賞したことを受け
て，非認知的スキルの育成と評価への関心が高まっていた． 
特に，教科の内容・活動に固有な認知的スキルと非認知的スキルに対する教師による評価に

ついて，非認知的スキルの評価は，社会で高く承認されている認知的スキルの評価に比べ，そ

の信頼性と妥当性に課題がある．実際，我が国では，「主体的に学習に取り組む態度」が教育

現場で教科別に評価されているが，その方法の曖昧さや結果の不明瞭さが指摘され，客観性

の高い評価法の開発が喫緊の課題となっていた． 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，教科の内容・活動に固有な非認知的スキルの評価法を開発することであ

る． 
 
３．研究の方法 
本研究の目的を達成するため，非認知的スキルの概念を特性５因子に基づいて規定し，教

科の内容・活動に固有な非認知的スキルに着目し，このスキルを学習指導要領の目標「学び

に向かう力・人間性」の３側面と非認知的スキルの特性５因子を組み合わせて理論枠組みを

設定する．この枠組みに基づいて教師による評価について質問項目を尺度開発法に即して作

成し調査を実施する．調査結果の統計的な分析に基づいて，教科の内容・活動に固有な非認

知的スキルの評価法として，最適な重回帰モデルを定め，調査で教師が判定した評価を多層

化する方法を見出す． 
 
４．研究成果 
(1)「非認知的スキル」の概念規定 
標準的な試験や検定で認知的なスキル以外による影響を及ぼす諸側面は，「IQ テストや到
達度テストで測定が想定されていない個人の諸属性」(Kautz, Heckman, Diris, Ter Weel, & 
Borghans, 2014, p. 13)であり，「非認知的スキル」と総称されている．パーソナリティ心理学では，
非認知的スキルの特性５因子が特定されており，経済学等で学力の尺度として汎く利用され

るようになり，教育学にも重大な影響を与えている (Borghans et al., 2008)．  
(2) 「教科の内容・活動に固有な非認知的スキル」への着目 
各教科教育には固有の内容・活動がある．そのため，非認知的スキルのうち，領域や内容・活

動にあまり依存しない包括的な(inclusive)側面とともに，教科の領域や内容・活動に強く依存
する専有的な(exclusive)側面が個々の内容や活動に寄り添う形で育まれていると考えられる
（宮崎，中川，吉川， 2018）．非認知的スキルを学力として評価するならば，包括的な側面のみ
ならず，専有的な側面である，教科の内容・活動に固有な非認知的スキルにも焦点を当てる必

要がある． 
 
(3) 教科の内容・活動に固有な非認知的スキルの評価法の開発 
① 質問紙調査の方法 



• 教科の内容・活動に固有な非認知的スキルを捉える理論枠組みの設定 
学校教育の教科のうち，本研究では非認知的スキルの育成と評価に多くの課題が指摘

されている「中学校数学科」に焦点を当てることにした．学習指導要領では，中学校数学

科の目標として「学びに向かう力・人間性」が定められている．この目標は次の２側面から

なる：側面１：知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を身に付けたりする

ことに向けた粘り強い取組を行おうとする側面，側面２：側面１の粘り強い取組を行う中で、

自らの学習を調整しようとする側面にあたる部分．そこで，目標「学びに向かう力・人間性」

のうち，各側面に該当する部分を抽出し，さらに側面２に該当する部分を「自らの学習を調

整しようとする側面」の違いに応じて２つに分け，３つの側面に分類した：α_数学的活動
の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考える態度，β_数学を生活や学習に生かそうと
する態度, γ_問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度． 
目標「学びに向かう力・人間性」を非認知的スキルの概念規定に基づいて捉え直すた

めに，目標「学びに向かう力・人間性」の３側面と非認知的スキルの特性５因子を組み合

わせることによって，教科の内容・活動に固有な非認知的スキルを捉える 15 側面(３側面
✕５因子)を理論枠組みとして設定する． 

• 教科の内容・活動に固有な非認知的スキルを捉える質問項目の作成 
非認知的スキルに関する質問項目の作成については，質問項目で非認知的スキルをバ

ランスよく捉えることができるよう，非認知的スキルの特定５因子と科学教育の内容・活動

に固有な非認知的スキルの側面とを組み合わせて作成する．例えば，数学教育の場合，

非認知的スキル３側面と，特性５因子を組合せ，15 種類の質問が必要であり，各 15 種類
に関して２つ項目，それぞれの正反項目を設け，計 60項目を準備する． 

• 調査対象とする教師の選抜 
教師の選抜については，教科の内容・活動に固有な非認知的スキルの評価法の規範性

を高めるため，調査対象とする教師が数学教育における内容・活動に固有な非認知的ス

キルの評価に優れていることが前提となる．そのため，認知/非認知的スキルの違い，当該
教科における子どもの行動への表出等に関する研修を調査対象となる教師に課すことが

必要となる． 
• 教師による子どもの選抜と評価 
調査対象となった教師が，非認知的スキルに関する評価のバランスを考慮して子どもを

選び，その子どもへの評価を回答する質項目を設ける．例えば，教師は自らが教えている

子ども 10名について質問項目に答える際，その子どもの非認知的スキルに関する自分の
評価が Aの生徒を 3名，Bの生徒を 4～6名，Cの生徒を 1～3名とする．その上で，自分
の評価(A, B, C)を回答する項目を準備し，教師が評価 Bを選んだ場合，Bの上中下いず
れに該当するかについて回答を求める． 

② 統計的処理の方法 
非認知的スキルに関する質問項目の調査結果を用いて，重回帰分析の R^2に基づきモデル

Mを確定する／モデルMの値域から，ターゲットとする評価スケールへの関数 Fを特定する／
合成モデルM〇Fを作成する． 
• 重回帰分析によるモデルの確定 



質問項目と教師による評価に関して重回帰モデルを複数作成し，決定係数 R^2 が最も
高いものを選ぶ．例えば，「証明すること」に関する調査（茅野・宮川, 2019）において，教
師による評価が５段階（A, B上, B中, B下, C），３段階(A, B中, C)，２段階(B上, B下)の
各場合で重回帰モデルを作成した．その結果，各決定係数 R^2 が 0.753, 0.861, 0.6 とな
り，決定係数が最も高い，教師による評価３段階の重回帰モデルが採用された． 

• 目標とする評価スケールへのフィット関数の特定 
教師による評価より目標とする評価スケールが多層であることが前提となる．例えば，教

員による評価が通常３段階（A, B, C）であれば，それ以上に細かい段階がターゲットとす
る評価スケールとなる．また，モデルMの値域から，目標とする評価スケールへのフィット関
数として，シグモイド関数 g(x)=1/(1+exp(-x))，双曲線関数 g(x)=(exp(x)-expr(-x))/2などが
あり，教員による評価の質問項目の頻度等に基づいて決定する．例えば，「証明すること」

に関する調査の場合，これらの関数を用いても評価の３層（A, B, C）を７層に細分化でき
た． 

• 合成モデルM〇Fを作成 
定係数 R^2が最も高い重回帰モデルとフィット関数を合成することにより，教師による評
価を多層化するモデルが作成される．これにより，重回帰モデルに要する質問項目への回

答によって，教師による評価の多層化が可能になる．例えば，「証明すること」に関する調

査の場合，合成モデルによる相関係数の最大値は，シグモイド関数で 0.872, 双曲線関数
で 0.855，分数関数で 0.865であった． 
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International Journal on Advances in Software 107-121

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Akinobu Sakata，_Takamasa Kikuchi，_Ryuichi Okumura，_Masaaki Kunigami，_Atsushi Yoshikawa，
_Masayuki Yamamura，_Takao Terano.

14
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
数学教育の内容・領域に固有な非認知能力に対する教師による子どもの評価：中学校数学における「比
例・反比例」に関する調査結果の考察

日本数学教育学会， 春期研究大会論文集 225 - 232

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
岩田耕司 9

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
教科書の分析による学校数学カリキュラムのアライメントの把握

日本数学教育学会， 春期研究大会論文集 239 - 246

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
清水宏幸・川添充・岩田耕司・清水美憲 9

 １．著者名

10.14935/jssep.45.0_481

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
数学教育の内容・領域に固有な非認知能力に対する教師による子どもの評価－非認知能力の評価を決定付
ける媒介モデルの比較を通して－

日本科学教育学会 年会論文集 481 - 484

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
岩田耕司・吉川厚・中川裕之・榎本哲士・宮崎樹夫 45

 １．著者名



2021年

2021年

2021年

2021年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ICT 活用の視点から見たフランスの数学教育動向

日本数学教育学会誌数学教育 36-45

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
宮川健 103

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
数学の授業における考察対象の存在論的様相の分析方法論―構成主義と記号論の相補的利用―

日本教科教育学会誌 29-42

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
上ヶ谷友佑，和田信哉，中川裕之，影山和也，山口武志 44(3)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
平方根の授業における考察対象の進化論的発展の様相

全国数学教育学会誌数学教育学研究 15-32

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
和田信哉，上ヶ谷友佑，影山和也，中川裕之，山口 武志 27(1)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
数学の授業における考察対象の存在論的様相の顕在化─Eulerの活動と数学の授業における考察対象の進化
論的発展の対比を通して─

全国数学教育学会誌数学教育学研究 31-43

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
和田信哉，上ヶ谷友佑，中川裕之，影山和也，山口武志 26(2)

 １．著者名



2021年

2021年

2022年

2020年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
数学教育の内容・活動に固有な非認知的スキルに対する教師による評価：中学校数学における「探究的証
明」に関する調査結果の考察

日本数学教育学会, 春期研究大会論文集 271 - 276

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
宮崎樹夫，茅野公穂，中川裕之，吉川厚,　清水静海，岩永恭雄 8

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
算数・数学の授業における学びの実態を把握する試みについて－生理計測データによる活動状態の解析－

愛知教育大学数学教育学会誌イプシロン 23-28

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
青山和裕 63

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
四分位数や箱ひげ図の導入段階と課題に関する一考察－生徒による発想を生かした導入について－

愛知教育大学数学教育学会誌イプシロン 53-60

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
青山和裕 62

 １．著者名

10.21820/23987073.2021.2.11

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Development of data science education curriculum to foster intellectual information creativity

Impact 11-13

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Kazuhiro Aoyama 2021(2)

 １．著者名



2020年

2020年

2020年

2020年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
数学の授業における考察対象の存在論的様相の顕在化─Eulerの活動と数学の授業における考察対象の進化
論的発展の対比を通して─

全国数学教育学会誌数学教育学研究 31 - 43

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
和田信哉，上ヶ谷友佑，中川裕之，影山和也，山口武志 26(2)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
数学教育の内容・活動に固有な非認知的スキルに対する教師による評価：「正の数・負の数」に関する調
査結果の考察

日本数学教育学会, 春期研究大会論文集 255 - 263

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
中川裕之，佐々祐之，榎本哲士 8

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
証明構造の理解レベルの向上：異なるレベルの証明生成ストラテジーの組合せに着目して

日本数学教育学会, 秋期研究大会論文集 353 - 356

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
宮崎樹夫，藤田太郎, 岩田耕司，Keith Jones 53

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
数学教育の内容・活動に固有な非認知的スキルに対する教師による評価：「比例・反比例」に関する調査
結果の考察

日本数学教育学会, 春期研究大会論文集 263 - 270

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
岩田耕司，宮崎樹夫，牧野智彦 8

 １．著者名



2021年

2021年

2020年

2020年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
教育としてみた国際 P2M 学会に対する期待.

P2M マガジン 20-23

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
吉川厚 10

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
数学教育の内容・活動に固有な非認知的スキルに対する教師による評価：中学校数学における「数学全
般」に関する調査結果の考察

日本数学教育学会, 春期研究大会論文集 247-254

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
茅野公穗・宮川健・吉川厚 8

 １．著者名

10.21820/23987073.2021.2.11

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Development of data science education curriculum to foster intellectual information creativity

Impact 11 - 13

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Kazuhiro Aoyama 2021(2)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
四分位数や箱ひげ図の導入段階と課題に関する一考察－生徒による発想を生かした導入について－

愛知教育大学数学教育学会誌イプシロン 53 - 60

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
青山和裕 62

 １．著者名



2020年

2020年

2020年

2019年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

10.3389/feduc.2019.00031

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Curriculum Development for Explorative Proving in Lower Secondary School Geometry: Focusing on
the Levels of Planning and Constructing a Proof

Frontiers in Education on Web

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Miyazaki, M., Nagata, J., Chino, K., Sasa, H., Fujita, T., Komatsu, K., & Shimizu, S. 4(31)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
教育データの利活用.

教育システム情報学会誌 226-228

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
吉川 厚 37(3)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Uncovering Users’ Decisions through Serious Game Playing with A Formal Description Method.

The 13th China-Japan International Workshop on Information Technology & Control Applications
(ITCA2020).

221-228

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Akinobu SAKATA, Takamasa KIKUCHI, Ryuichi OKUMURA, Masaaki KUNIGAMI, Atsushi YOSHIKAWA,
Masayuki YAMAMURA, Takao TERANO.
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 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Analysis of the Causes and Solutions of Apartheid Based on Schelling Model with Welfare Policy.

IOP Conference Series: Earth and Environmental Science -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Jiateng Pan, Atsushi Yoshikawa, Masayuki Yamamura. 608

 １．著者名



2019年

2019年

2019年

2019年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
科学教育の内容・プロセスに固有な非認知的スキルの教師による評価:横断的な比較分析枠組みと方法の提
案

日本科学教育学会,年会論文集 57 - 60

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
宮崎樹夫，吉川厚, 中川裕之, 藤田太郎, 清水静海, 岩永恭雄 43

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
数学教育の内容・活動に固有な非認知的スキルの評価法の開発：領域「関数」における調査結果の考察

春期研究大会論文集(日本数学教育学会) 179 - 182

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
岩田耕司，宮崎樹夫，牧野智彦，藤田太郎 7

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
数学教育の内容・活動に固有な非認知的スキル：生徒に対する教師による評価に着目して

春期研究大会論文集(日本数学教育学会) 167 - 170

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
宮崎樹夫，中川裕之，吉川厚,　藤田太郎, 清水静海 7

 １．著者名

10.3389/feduc.2019.00063

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The Role of “Opportunity to Learn” in the Geometry Curriculum: A Multilevel Comparison of Six
Countries

Frontiers in Education on Web

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Bokhove, C., Miyazaki, M., Komatsu, K., Chino, K., Leung, A., & Mok, I. A. C. 4(63)

 １．著者名



2019年

2019年

2019年

2019年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
類推においてベースの評価を促す方法に関する一考察―ターゲットとベースの類似性の捉え方に焦点を当
てて―

科学教育研究 438-440

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
中川裕之 43(4)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
数学における考察対象の存在論的様相─Eulerによる「無限解析」の記号論的分析─

数学教育学研究（全国数学教育学会誌） 55-64

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
和田信哉，中川裕之，上ヶ谷友佑，影山和也，山口武志 25(2)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
数学教育の内容・活動に固有な非認知的スキルの評価法の開発: 「証明すること」における調査結果の考
察

春期研究大会論文集(日本数学教育学会) 187-194

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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